
平成31 年度 甲府中学・甲府一高 同窓会定期総会

令和元年5月19 日（日） 午後1時30 分

甲府記念日ホテル2F バンケットホール桃源

実行委員会 昭和62年･平成16年卒業生

次　　 第

１ 開会の言葉

２ 会長あいさつ

３ 校長あいさつ

４ 議長選出

５ 議事・報告

（1） 平成30年度 庶務報告 承認について

（2） 平成30 年度 会計報告 承認について

（3） 会計監査 報告

（４） 平成31年度 役員補正人事案 承認について

（5） 平成31年度 予算案 承認について

（6） 次年度 定期総会 実行委員会当番学年 委嘱について

（7）　創立140 周年記念事業協賛会について

（8）　その他

６ 奨学金授与

７　日新基金報告

８ 来賓紹介

９ 祝 辞

10 閉会の言葉

令和元年5 月１９日　日程

定期総会 受付12 時30分開始

＜第一部＞　甲府中学・甲府一高同窓会 定期総会

午後1時30分2 階 バンケットホール桃源

＜第二部＞　甲府中学・甲府一高同窓会 懇親会

午後3時30分1 階 グランドホール昇仙閣



-

第１３９周年　甲府中学・甲府一高同窓会　懇親会　次第

令和元年５月１９日（日）　午後３時３０分開会

甲府記念日ホテル　Ｈ 皆　昇仙閣
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開会 のことば

応援 団入場、 校歌 ・応援歌 斉唱

物故 者への黙祷

アカペラ部 演奏

同窓会長 挨拶

母校校長 挨拶

来賓紹介

来 賓代 表 挨拶

実行委 員長 挨拶

乾　 杯

歓　 談　　 祝 電披露

吹 奏楽部　 演 奏

東京同窓会 挨拶

寄付金 贈 呈

引継式

次年度実行委 員長あい さつ

万 歳三唱

閉会 のことば



－

平成３０年　４月　７日(土)

４月１３日(金)

４月２６日(木)

４月２７日(金)

５月１９日(土)

７ 月 １ ４ 日(土)

７ 月 ２ １ 日(土)

７ 月 ２ ５ 日(水)

９ 月　　８ 日(土)

９ 月 １ ７ 日( 日)

９ 月 ２ ６ 日( 水)

９月３０日(日)

１０月　　６日(土)

１０月６・７日(土・日)

１０月２３日(火)

１０月２４日(水)

１１月１７日(土)

１１月２０日(火)

１２月 １５日(土)

平成 ３１年　 ２月 ２８ 日(木)

３月　　１日(金)

平 成 ３０ 年 度 同 窓 会 庶 務 報 告

平成３０年度入学式( 執行部出席)

同窓会・母校後援会会計監査・後援会理事会( 執行部出席)

同窓会理事会

母校後援会総会( 執行部出席)

平成３０年度同窓会定期総会( Ｓ６１年・Ｈ１５年卒業生担当)

甲府第一高等学校・同窓会奨学金授与式

平成３０年度東京同窓会( 執行部、母校管理職、総務係出席)

総会当番学年引継式(平成３０年度、３１年度当番学年、執行部出席)

第１回甲府中学・甲府一高創立１４０周年記念事業協賛会準備会(執行部)

第２回甲府中学・甲府一高創立１４０周年記念事業協賛会準備会(執行部)

第９回卒業年度別対抗 親睦ゴルフ大会( 執行部)

母校第９２回強行遠足協力者合同会議

(執行部・S57 年～S62 年卒・運営協力者出席)

北見北斗高校 強行遠足交流参加

母校第９２回強行遠足出発式( 執行部出席)

母校第９２回強行遠足
(執行部巡察、S57 年～S62 年卒６コ学年　行事運営協力)

母校創立１３８周年記念日

創立記念特別講演会

中村 和男氏(S40 年卒)｢ 企業家としてこれからの日本は何が必要か｣　

第１回 甲府中学・甲府一高創立１４０周年記念事業 協賛会 役員会

第３回 甲府一高・甲府工業・日川高校・甲府商業

同窓会有志による４校対抗 親睦ゴルフ大会(執行部)

同窓会 常任理事会

同窓会 入会式( 執行部出席)

母校 第７１回卒業式( 執行部出席)

平 成 ３１年 度 同 窓 会 行 事 予 定

平成３１年度入学式( 執行部出席)

同窓会・母校後援会会計監査・後援会理事会( 執行部出席)

同窓会理事会

母校後援会総会( 執行部出席)

平成３１年度同窓会定期総会( Ｓ６２年・Ｈ１６年卒業生担当)

平成３１年度東京同窓会( 執行部、母校管理職、総務係出席)

総会当番学年引継式( 平成３１年度、令和２年度当番学年、執行部出席)

第１０回卒業年度別対抗 親睦ゴルフ大会( 執行部)

平成３１年　４月　９日(土)

４月１２日(金)

４月２５日(木)

４月２６日(金)

令和　元年　５月１９日(日)

７月　 ６日(土)

７月　中　旬

９月２９日(日)

１０月１２・１３日(土・日)

１１月１５日(金)

１２月　 中　 旬

令和　 ２年　 ２月 ２８日(金)

３月．　１ 日(日)

母校第９３回強行遠足

(執行部巡察、S58 年～S63 年卒６コ学年 行事運営協力)
第４回 甲府一高・甲府工業・日川高校・甲府商業

同窓会有志による４校対抗 親睦ゴルフ大会(執行部) 甲斐ヒルズＣＣ

同窓会 常任理事会

同窓会 入会式( 執行部出席)

母校 第７２回卒業式( 執行部出席)

- １ －
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平成31 年度 同窓会 役員 補正人事(案)
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監

長

長

長

長

長

長

長

長

長

卒業年 度(S39

年 卒)(

Ｓ４１年 卒)(

Ｓ４６年 卒)(

Ｓ４７年 卒)(

Ｓ４８年 卒)(

Ｓ４９年 卒)(

Ｓ４９年 卒)(S51

年 卒)(S52

年 卒)(S56

年 卒)

事 （Ｓ４５年卒）

事 （Ｓ５０年卒）

事 （S57 年卒）

庶　　 務　 （Ｓ４９年卒）

八
μべ

氏　名

宮島 雅展

丹沢 良治

長田 達機

末木 浩一

石原 三義

中込 裕

秋山（浅川）宏子

水村 勝

斉藤 義一

依田 訓彦

露木 和雄

大久保 広行

吉潭 直人

竹内 浩二

計 （S53年卒） 中渾 謙一郎

事務局長 （Ｓ４３年卒） 金子 寛

事務局次長（S58年卒） 山本 淳仁

顧問　 （Ｓ３４年卒） 大西 勉

６

（ 新 任 ）



石 橋 湛 山 記 念 財 団 入 会 の 案 内

財 団 法 人 石 橋 湛 山 記 念 財 団 につ い て

◇設 立の趣 旨と目的

財団法人石橋湛山記念財団は、故石橋湛山先生が明治末年より大正･昭和の三代にわたって、わが国

の政治･外交・経済･社会・文化の広い分野に、評論家･思想家･警世家として活躍された業績を記念し、先

生の哲学･思想体系を継承発展させ、真に公正妥当な言論の育成と確立に貢献することを目的として、197　

3(昭和48) 年に設立されました。

◇おもな事業

１ 政治･経済･外交・社会･文化等に関する調査研究ならびに発表

２ 前記の各分野に関する特定の研究に対する助成ならびに優秀な論文･評論などに対する褒章

一　　　３ 財団所蔵の図書･資料等の整理ならびにその研究者･賛助会員等に対する閲覧

◇ 賛助 会員 制 度

財団法人石橋湛山記念財団の設立趣旨に賛同し、その事業を展開させるために支援を寄せられる個人･

法人･団体を賛助会員とします。会員には財団の発行する機関紙を頒布し、財団所蔵の資料図書の利用、

財団主催の会合等に出席の便が受けられます。

賛助会員の会費(年会費)は次の通りです。

法人(1 口)5 万円　　　 個人(1 口)2 万円

入会方法

入会申込は、封書でも葉書でもＦＡＸでも、下記の申込宛先と要領でしていただければ、財団から連絡が

あります。

入 会 申 込 書

財団法人石橋湛山記念財団の賛助会員として入会を申し込みます。

但し 個 人 会 員 ・
法 人 会 員 （　　 口 ）

（該当するところに○印をお付けください）

平成　　 年　　 月　　 日

ご住所（又は所在地）

ご芳名(又は法人名)

代表者名

(事務･会計連絡者)

⑩

財団法人石橋湛山記念財団

理事長 石橋省三殿

入会申込宛先
〒103－8345
東京都中央区日本橋本石町１－２－１ 東洋経済ビル

財団法人 石橋湛山記念財団
理事長石橋省三

ＴＥＬ･ＦＡＸ　０３-3270-8070

-12-


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	Copied Bookmark
	Copied Bookmark
	page1


	Copied Bookmark
	Copied Bookmark
	page1


	Copied Bookmark
	Copied Bookmark
	page1



